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カナダ・ウィニペグ市の民族祭典「フォークロラマ」の歴史
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The　Ethnic　Celebration　of　Winnipeg，　Manitoba，　Canada
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はじめに

　カナダの中央部大平原にあるマニトバ州はカナダのめざす多文化主義をもっともよく実現し

ている州と言われている。その州都ウィニペグ市で30年前から毎年夏にフォークロラマと呼ば

れる民族祭典が開催されている。1970年、マニトバ州100周年を祝う行事として始まったこの

祭典は、マイノリティを含む30以上のエスニックグループによって運営され、ウィニペグの多

民族社会の様相をもっともよく表している。2000年には30周年を迎えたが、主催者側から記念

パンフレット類なども出されず、その歴史も明らかにされていないD。

　2000年8月、筆者は日系パヴィリオンにボランティアとして参加し、フォークロラマ2000を

体験した。21世紀には労働者不足から積極的に移民を導入しなければならず、これから多文化

主義社会を目指さねばならない日本に、この祭典を紹介することは意義のあることと思われる。

主催・統括を担当するCommunity　Folk　Arts　Council　of　Winnipeg，　Inc．から得たパヴィ

リオン・リストおよび現地の新聞VVinnipeg　Free　Press（以後はFree　Press）、　Tribuneの記

事を使って、その30年にわたる歴史を明らかにする。

1．フォークロラマの背景一ウィニペグを中心としたマイノリティ移民史

　フォークロラマについてTribune紙のentertainment　editor、　Gene　Telpnerはっぎのよ

うに述べている。

　“Not　only　is　it　fun，　it　is　also　a　trip　through　the　history　of　this　province　as　we

see　first　hand　the　heritage　of　those　who　came　to　Manitoba　from　other　Iands．2）”

　この祭典を理解するために、マニトバ州の移民の歴史をたどることとする。Free　Press紙

は1970年、“Manitoba　Mosaic　Dates　From　Early　Days”という特集を組み3）、マニトバ

州への移民としてウクライナ人からエスキモー4）まで12のエスニックグループを紹介している。

国際コミュニケーション科　英語第1研究室
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ここではこの特集記事を参考にして移民ではない先住民エスキモーを除く11の移民集団の歴史

を明らかにする。

　マニトバ州では古くからメティス5）が勢力をもち、北米イギリス植民地のなかでは特殊な存

在であった。1870年、マニトバは第5番目の州としてカナダ自治領に加わった。初期にはイギ

リス系住民が多くを占めたが、次第に北欧を中心にさまざまなエスニック・グループが移民と

して定住した。とくにウィニペグでは図に示すように1991年にはイギリス系が26．8％となり、

現在では圧倒的な主流派が存在しなくなっている。

　ウィニペグは「北米におけるウクライナ人の首都」6）と呼ばれており、70年のデータでは、

マニトバ州のウクライナ人11万4，000人のうち6万5，　OOO人が市内に住んでいる。この中の80％

はカナダ生まれの人びとである。ウィニペグには伝統的な2っの教会、ウクライナ・カトリッ

ク教会およびウクライナ東方正教会の本山のほか、ウクライナ系カナダ人のあらゆる組織の本

部が集まっている。世紀の転換期にマニトバへやって来たウクライナ人は大平原の開拓に際し

てred　fifeという種類の小麦をもたらし、カナダの小麦を世界的に有名にした功労者である。

　しかしイギリス人主導の社会にあって、移住当初は彼らも差別の対象とされた。白人であっ

ても名前によってすぐに判別され、差別されたのである。一例をあげると、Michael　Hrushka

はMichael　Harrisと名乗るなど、名前をイギリス風に変えることで差別を逃れたという。

第1次大戦では1万人が、第2次大戦では4万人が志願兵となってカナダのために戦った。

フォークロラマ創始者のひとりウィニペグ市長のSteve　Jubaもウクライナ系であるほか、

判事、上院議員も生まれている。1991年の国勢調査でもエスニック・グループの第1の地位を

しめ、っねに10％台の人口を保っている。

　メノナイトは、1520年代にチューリヒに始まったキリスト教プロテスタントの一派であるが、

教義により兵役や公職に就くことが禁じられていた。1870年、ロシア在住のメノナイトの人び
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とは兵役免除を受けられなくなることを知り、アメリカ大陸への移動を開始した。彼らはテキ

サス、ノースダコタを経て、マニトバへやってきた。しかしそこは沼沢地で蚊が多く、生活に

適さないと考えて定住をあきらめ、多くの人が合衆国へ戻った。残った人びとは、ライディン

グ・マウンテン（Riding　Mountain）地方まで行って定住した。

　最初にこの地方へ来たドイッ人は1817年、マニトバに移民を推進したLord　Silkirk　7）にし

たがってきた兵士であった。1881年にはすでに8，600人が市内に居住しており、1892年に最初

のドイッ人組織German　Canadian　Societyが結成された。ドイッ人の大多数は農民であっ

た。1924年から30年の間に2万人が移住し、戦後になって1946年に政府がドイッ移民の入国を

認めると、戦争中旧ソ連圏に住んでいて財産を失った人びとが次々と移住した。1956年から57

年にかけてもっとも多く、6万人が移住し、鉄道、林業などの労働者として働いた。60年代に

なると貿易業者や熟練労働者が入国して、ドイッ人コミュニティに新風を吹き込んだ。1991年、

ドイッ系はウクライナ系とほぼ同じく大きなエスニック・グループを構成している。

　1885年から鉱山労働者として合衆国からマニトバへ来たのはハンガリー人であった。20世紀

に入るまでにおもに農民が、1920年代には仕立屋、毛皮商人などがやって来た。戦後、1956年

にハンガリー革命が起きると、2，500人が移住したが、これらは専門職の人びとであった。ハ

ンガリー系は70年にはマニトバ州に3，000人、このうちの大多数がウィニペグに居住している。

家族の結びっきが強く、子弟の教育程度が高いのが特色である。

　チェコスロヴァキアの人びとは、古くは1890年頃まだハンガリー王国であったころから少数

の農民が入国していた。しかしもっとも多くはいったのは、1968年から69年にかけて祖国がソ

連に占領された時期であった。難民として約1，200人が到着した。彼らは言葉の障壁を乗り越

えて、医師、教師、技師などとして活躍している。

　1882年に初めて340人のユダヤ人移民がやって来た。彼らはロシアから迫害を逃れ、イギリ

スのAlexander　T．　Galtの助力により農場の契約労働者となって入国した。しかし契約は不

履行となり、自営農民になる夢は破れた。彼らはやむなく町で働いたり、家族をおいてカナダ・

パシフィック鉄道（Canadian　Pacific　Railway）の工事現場で働くことになり、1882年以来続

く不況の時代を通じて厳しい生活を強いられた。ウィニペグに残った人びとは商人だけでなく、

繊維、縫製業でも成功した人が多い。1970年には2万人のユダヤ人が居住、公職についたり、

政治面でも活躍している。1991年のデータによれば、ユダヤ系は市の人口の3．3％を形成して

いる。

　18世紀末、祖国が分割されて圧迫から逃れた政治亡命者として来たのは、ポーランド人であっ

た。1817年、祖国を離れたポーランド人はヨーロッパ中に散っていったが、志願兵となってイ

ギリス植民地へ赴く者がいた。Lord　Silkirkはレッド・リヴァー盆地に移民を入れて開拓を

進めたいと奔走していた矢先であったため、ポーランド人を入植させることにした。1870年か

ら90年にかけて多くのポーランド人が大平原で農業を営むようになった。第2次大戦後も難民

が都市部に移住して来たが、英語の達者な専門職の人びとが多く、農民ばかりだったポーラン
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ド系の人びとに新しいタイプが加わった。91年のデータでは市の人口の4．7％となっている。

　イタリア人は世紀の転換期に鉄道労働者としてやってきた。第2次大戦後1950年から60年に

かけての調査では、マニトバ州には1万のイタリア人が住んでおり、この大多数がウィニペグ

にいる。

　オランダ人は1900年代の初めに広大な土地を求めて、狭い祖国を出て合衆国やカナダに移

住した。多くは農民と労働者階級であった。彼らはマニトバで市場向け野菜を生産したり、酪

農場を営んだ。彼らは古くからのオランダの伝統を守り、質素で勤勉な生活をして土地を増や

していった。1934年になると日本軍に占領されたオランダ領東インドから逃れた人びとが入植

した。彼らはかって植民地の支配階級として豪華な生活をしていたにもかかわらず、電気も良

い水もない寒冷地に来て、豚や鶏を飼い、酪農場の基礎をかためていった。91年のデータでは

ウィニペグ市人口の2．3％を占めている。

　アイスランド人はたいへん古く、1875年に285人の移民がマニトバへやって来た。翌年には

1，200人が来て、この地をニューアイスランドと名づけ、湖畔にギムリ（Gimli）という町を造っ

た。1875年には人口がすでに1，500人になっていた。彼らは政治的にも活発で、マニトバ州議

会に議員を送り、女性参政権論者も生まれた。スポーッでも活躍しkオリンピックで優勝した

アイスホッケー・チームにもアイスランド系が多い。

　Free　Press紙がエスニック・グループのなかに含めている唯一のアジア人は、フィリピン

人である。彼らはごく新しい移民である。1960年頃、少数のフィリピン人が市内の医療機関で

働きはじめた。これを頼って続々とやって来た人びとは、英語を話すことができたため、容易

に就職することができた。1968年には200人の若い女性が市内の衣料品工場へ出稼ぎにやって

来た。彼女らは2年の契約労働者だが、全員がカナダに残りたいと希望していた。70年にもっ

とも新しい移民であったフィリピン人は大多数が市内に住み、70年当時その数は1，　OOO人ほど

であった。

　フォークロラマ誕生のマニトバ州100周年記念の年にマニトバ・モザイクを形成するエスニッ

ク・グループとして列挙されていたのが、先住民を除くと、以上11のグループであった。フィ

リピン人以外すべてが白人であるところから、70年のマニトバ・モザイクとは白人のエスニッ

ク・グループの共存を意味することが分かる。このような時代に始められた祭典であるが、こ

のほかにも日系、中国系、朝鮮系などの古くからの移民の子孫に加えて、ベトナム、カンボジ

ァ、ラオスなどインドシナ難民の流入、最近の中南米諸国からのヒスパニック系移民の増加な

ど、世界情勢と関わりっっ、この30年間にウィニペグのエスニック関係も大きく変化している。

ll．フォークロラマ30年史

　（1）　フォークロラマ以前の民族祭典

　　一般にフォークロラマの歴史は1970年に始まるとされているが、それを40年あまりもさ

　かのぼる1928年にその原型ともいうべき祭典が行われていた。多様な移民の住む町ウィニ
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ペグでは、移民たちが祖国の文化を披露し合うという考えは特別に新しいものではなかっ

た。1928年6月19日から23日までの4日間、14のエスニックグループからなる民族祭典が

Canadian　Pacific　Railway会社の後援によって、　ロイヤル・アレキサンドラ・ホテル

（Royal　Alexandra　Hotel）およびウォーカー劇場（Walker　Theatre）を会場として行われ

たのである。参加グループは、アイスランド、ウクライナ、スウェーデン、ノルウェー、デ

ンマーク、オランダ、ドン・コサック、イタリア、ポーランド、ユーゴースラビア、ルーマ

ニア、ハンガリー、チェコスロバキア、ドイッであった。劇場では民族音楽と踊りが披露さ

れ、ホテルでは手工芸品の展示会がひらかれて、のべ400人が参加した。グランドフィナー・

レでは、これらの人びとすべてがカナダ人となったことを象徴するかのように、300人のコー

ラス隊がカナダ国歌を歌った。参加者はすべてヨーロッパをルーッとする白人であった。の

ちのフォークロラマのように先住民やアジア、アフリカ人の姿はなかった。

　1928年の祭りは1度で終わったが、以後もエスニックの人びとは時期を定めて、民族芸能

を披露する祭りを個別に催していた。ウクライナ系の人びとのような大きいグループは資金

も豊富で人数も多いため毎年、日系人のように小さいグループは、資金や人員が揃ったとき

に開催するという具合に、実状に合わせて実施されていたのである。

　これらの祭りを一堂に集めることが企画され、1969年にはじめてフォークウエイズ

（Folkways）と名付けた祭りが開催された。主宰はマニトバ・コミュニティ民俗芸術会議

（Community　Folk　Art　Council　of　Manitoba）8）であった。これは大規模なものではなく、

100周年記念コンサートホール（Centennial　Concert　Hall）で1日だけ開催された。演目の

大部分は合唱、フォークダンスなどであった。ウィニペグだけでなくトロントから参加した

グループもあった。日系カナダ人は日本文化の紹介として琴を合奏した。

（2）創世記一　1975年まで一

　1970年は、マニトバ州がカナダ自治領に参加して100年目である。100周年記念行事のひと

っとしてフォークロラマという言葉のもとに、フォークウェイズをさらに大規模にして充実

させた民族祭典が生まれた。「日本の茶店からアイルランドのリネンショップまで」9）22のエ

スニックコミュニティが参加し、マニトバ・コミュニティ民俗芸術会議（以後は民俗芸術会

議）およびウィニペグ市が後援した。市は8，000ドルの助成金を出した。期日は8月3日から

9日、夕方6時から深夜までであった。場所はシビック・センター（Civic　Center）、グラン

ド・フォーク・ボール（Grand　Folk　Ball）など市内の25ヵ所が使用された。パヴィリオン

設営にあたって、1つのエスニック・グループに1つのパヴィリオンが許可され、それが代

表する国の首都の名をっけることが定められた。たとえば日系カナダパヴィリオンは、トウ

キョウと名づけられた。

　各コミュニティの代表が競うミス・フォークロラマ・コンテストもこの時から始まった。

ウィニペグ市大講堂で最終日に、日系カナダ人Shirley　Kondoにミスの栄冠が輝いた。1
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年代別パヴィリオンリストフォークロラマの歴史
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ドルでパスポートを買うと、会期中すべての会場の入場料と会場間のシャトルバス料金が無

料になった。各パヴィリオンでは民俗芸能のほか、郷土料理のレストラン、民芸品の売店も

あり、これらすべてをまわることで、世界一周ができると宣伝された。祭典は長い冬を耐え

て、短い夏を存分に楽しもうというウィニペグの人びとの心をとらえた。

　1971年、フォークロラマが存続できるか否かは主催者だけでなく、市民の関心の的となっ

た。もしこの年にフォークロラマが成功をおさめれば、これからも継続して開催することが

できるであろうと、民俗芸術会議の議長Cee　Semchyshynは、この年の成功にかけていた。

開催にあたってはまず、資金の問題が先決である。予算は1万ドル、半分を民俗芸術会議が

負担、残り半分が助成金で、不足分はコミュニティの人びとからの寄付でまかなった。コミュ

ニティの負担を軽減するために、1ドルのパスポートをもっ人は25セント、もたない人は50

セントの入場料をパヴィリオンごとに払うことが決まった。

　フォークロラマ71は、議長の不安をよそに19のパヴィリオンが参加、10万人の入場者

を得て大成功をおさめた。ミス・フォークロラマにはイギリス系カナダ人のBarbara

Zimmermanが、この年から始まったプリンセスにはドイッ系のKarin　Kleinが選ばれた。

また建築家やマニトバ大学教授などの審査により、ベストパヴィリオン賞が設けられ、日系

カナダ・パヴィリオンが受賞した。

　71年の成功によってフォークロラマは、ウィニペグ市の毎年の民族祭典として定着するこ

ととなり、8月第3週の開催や各種コンテストなど基本的催しが確立した。この祭典を支え

るには多くのボランティアが前年9月から準備にかかった。祭典を成功に導くには、各コミュ

ニティ間の調整・交流は不可欠であり、それらを通じて各エスニック間の文化的相互交換が

行われると、Semchyshyn議長は述べて、祭典の果たす役割を高く評価した。

　72年はフォークロラマが定着した最初の記念すべき年になった。開催日は8月13日から20

日までであった。マニトバ州政府から1万5，000ドル、市から1万ドル、カナダ政府から

3，000ドルの助成金が交付され、パヴィリオン数も前年を上回る28、入場者はのべ70万人と

なった。フォークロラマ創始者のひとり、Steve　Juba市長は、市民がさまざまなエスニッ

クの文化に触れることによって、相互理解を深めることができるという自信をもった。開会

式で、マニトバ州文化担当大臣のLarry　Desjardinsは、「多文化主義をただ口にするだけ

ではなく、フォークロラマこそマニトバ・モザイクの生きた実例である」10）と述べてこの祭

典に高い評価を与えた。

　ウーマンリブ運動に関わる女性たちから、ミスコンテストへの批判があったが、ミスになっ

たからハリウッドへの道が開けるというのではなく、賞金の奨学金でさらに勉学をつづける

という目的をもてばよいという1972年のミス・カナダDonna　Sawickyの発言などもあり、

コンテストが続けられることになった。Free　Press紙でも前の2年間に比べて倍以上の記

事が連日紙上を賑わし、フォークロラマは初めて大きな盛り上がりを見せた。

　73年になるとパヴィリオン数はさらに増えて30となった。パスポートは2ドル50セントに
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値上げされたが、各会場での入場料はほぼ廃止され、（パヴィリオソによっては別に入場料

を必要とするところもあった）大人が同伴する12歳以下の子供および65歳以上の年長者は入

場無料となった。カナダ政府の国務大臣Stanley　Haidaszも姿を見せ、コスモポリタンの

町ウィニペグの人びとの努力に拍手を送った。しかし一方で、フランス系カナダ人は町を作

りあげた主流であり、少数派のエスニック・グループではないとの見地から参加をとりやめ

た。この決定は、マニトバ州発足以来の英国系とフランス系の主導権争いがまだ根強く残っ

ていることを示している。しかし主流派の英国は70年からパヴィリオンをもっており、のち

にはフランスもフランス系カナダ人も参加することとなった。最終日には悪天候に悩まされ

たが、パスポートの売り上げは前年の倍の5万枚となり、さらなる成功をおさめることがで

きた。

　74年には中断していた中国が再び参加、オランダ、クロアチア、チェコスロバキア・プラ

ハ館が加わって、パヴィリオン数は33となった。期日は前年より1日多く8月10日から7日

までの8日間であった。バスの運行数は倍増し、12台のバスが4路線で35分おきに会場を結

んだ。前年に人気のあった英国（English　Mug　Pub）およびカリビアンのパヴィリオンは、

さらに大規模な会場を求めて移動した。この頃、カナダ社会ではベトナムに派兵している政

府への反戦運動が激化している上、ケノーラ（Kenora）の先住民と州政府との争いもあり、

決して平穏な状況ではなかったが、フォークロラマへの入場者は増加の一途をたどった。

　75年のフォークロラマは、パヴィリオン数が減って30であった。パスポートが3ドルになっ

たほかは例年と変わらず、5周年を記念する特別な催しはなかった。

（3）　マニトバ・モザイクの実践　一一一　1976年～80年一

　76年、フォークロラマの主催団体である民俗芸術会議は、大問題を抱えることになった。

アイルランド系はIrish　Association　of　Manitoba（IAM）という組織で72年から参加して

いたが、この年Winnpeg　Irish　Associationというもうひとっのアイルランド系組織がパ

ヴィリオンの新設を申し込んだ。これを許可しようとする民俗芸術会議と、ふたっのパヴィ

リオンの存在はアイルランド系の人びとの結束を乱すものであるとして阻止しようとする

IAMの間で大論争が起こり、州裁判所が調停する場面もあった。このほかハンガリー系の

人びともふたっ目のパヴィリオンの申請を提出し、ここでも同じような問題が起こった。そ

れぞれが国内で民族問題や宗教の問題を抱えており、国内での対立がフォークロラマ・パヴィ

リオンにまで波及していた。さらに議論して認可するか否かの結論を出すことになり、この

年は例年通り30パヴィリオンで開催された。

　前年の問題が持ち越された77年フォークロラマは、ひとっのエスニックにふたっのパヴィ

リオンを認めることで決着し、アイルランドはIrishに加えてEmerald　Isle　Pavillionが、

ハンガリーは従来のPannoniaのほかにBudapest　Pavillionが新設された。

　この年、移民100周年を迎えた日系人は、フォークロラマを日系移民百年祭の行事のひと
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っとして位置づけ、例年よりも念入りに準備を開始した。ウィニペグに住む日系人はその数

が少ないにもかかわらず、開始の年以来欠かさずに参加し、その文化が独特であるところか

ら人気のあるパヴィリオンの一っに数えられていた。Free　Pressの紙面でもほとんど毎年

写真入りで紹介されている。会場はマニトバ日系カナダ市民協会（MJCCA）によって、サー

ジェント・パーク・アリーナ（Sargent　Park　Arena）に設営された。一世の建築家阿部美

丸の設計で、ここに大舞台と茶室を中心に鳥居と石庭が配置された。阿部は庭に使用する木々

や石をLake－of－the－woods地域まで採取に行くなど、熱心に取り組んだ。阿部によれば、

カナダは寒冷地なので針葉樹は多種あるが、日本で庭園の植え込みに使うようなっっじなど

の木がないため、石庭を作ったという。阿部の苦労の甲斐あって本格的な日本庭園と茶室が

再現された。舞台では佐渡おけさ、豊年盆唄など民謡の歌と踊り、剣舞、琴の演奏などがあっ

た。そのほか日代わりで餅づき、茶道、華道、書道、折り紙、剣道、柔道などの実演が行わ

れた。文化紹介として阿部所蔵の浮世絵が展示されて、人びとの注目を集めた。レストラン

では、寿司、てんぷら、うどんなどの和食が供され、日本風の工芸品が販売された。新聞に

はっぎのように書かれていた。“…organizers　of　the　Japanese　pavillion　are

overwhelmedby　the　large　number　of　visitors．　On　the　usually　slow　Monday　night　an

estimated3，500　turned　out，　double　the　figures　from　previous　years．11）”観客は例年の

倍の3，500人になり、パヴィリオン内部は立錐の余地もないほどであったという。日系人は

数が少ないこともあり、ウィニペグ市内では目だたない存在であるが、このような催しは文

化理解に大いに役立ったと思われる。

　77年は参加パヴィリオン30、天候にも恵まれて例年通り多くの観客を集めた。日系パヴィ

リオンのように大規模なものもあれば、リトアニアのようにカシミール・リトアニア教会の

地下で、號珀、織物、木彫、象眼細工などの展示と食物の販売だけというところもあった11）。

　78年、パヴィリオン数は増えて34になり、7万2，000のパスポートが販売され、観客数はの

べ120万人にものぼった。ウィニペグへの経済効果も上昇し、この年にはさまざまなレベル

で4万7，000ドルの税金の貢献があったと報道された13）。この時期の観光客の数も増加し、

合衆国はもちろん遠くはニュージーランドからの見物客もあった。西ドイッ（当時）のジャー

ナリストが特集を組むために取材に訪れるなどカナダ以外の国々の関心を集めはじめていた。

　この頃世論は次第にミスコンテスト廃止の方向へ向かっていたが、批判に対して民俗芸術

会議は、ミス・フォークロラマは各パヴィリオンで「大使」の役目にっいている女性のなか

から選ばれ、自分が代表する国の文化をいかに理解しているか、人格が優れ、民族文化の相

互理解という点でフォークロラマの理想を実現しているかが審査の対象になっており、ただ

美人だけを選ぶわけではないとミスコンテストを擁護した14）。79年にはフランス系カナダが

再開、キャセイ、チリが加わって、パヴィリオン数は37になった。キャセイは、マルコ・ポー

ロが中国にっけた名である。パスポートは4ドルで、シャトルバスサービスなどは従来通り

であった。この9年間の変化はボランティアの数であった。この年には約6，000人のボラン
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ティアがパヴィリオンで働き、このうち3，500人がエンターテイナーをっとめた。パヴィリ

オンでは良い席にっいたり、食べ物を買ったりするために長い行列ができた。

　新聞には、フォークロラマを賞賛する投書が多く掲載されている。例をあげるとオンタリ

オ州サンダーベイ（Thunderbay）に住むM．　Martinsは、ルーマニア、チリ、フィリピン、

日系パヴィリオンを訪れたが、どこでも暖かくもてなされて嬉しかったと感謝の言葉を述べ

ている。しかし一方で、市内のDiane　Driedgerはベリー・ダンスが人気のレバノン・パヴィ

リオンで、準備不足のたあ不愉快な思いをしたと苦情を述べている。大規模になり、より多

くの人が訪れることになれば、いいことづくめでなくなるのは当然であった。

　祭典が10年目を迎える1980年になると、Free　Press紙はカラー印刷で新聞に添付してフォー

クロラマ・ガイドブックを発行した。パスポートは5ドルに値上げされ、ひとっのパヴィリ

オンに2度以上は入場できないという規則ができた。同じパヴィリオンに3度目に入場する

ときはもう1度パスポートを買うことになった。各パヴィリオンには助成金が分配されるが、

食べ物や工芸品の売り上げを加えても79年度の平均利益は4，600ドルというっっましいもの

で、これも多くのボランティアの奉仕の上に成り立っていた。ここで得たお金はそれぞれの

エスニックの伝統文化継承のために使われた。すなわち衣装、楽器の購入、音楽、舞踊、料

理などの習得のための費用に当てられた。人びとが集まりひとっの目的に向かって努力する

ことで、コミュニティの団結は強化された。

（4）　飛躍の時代　一1981年～84年一

　81年、Free　Press紙のガイドブックによれば、フォークロラマはよりプロフェッショナ

ルになったという。アマチュアの唄や踊りを見せていた時代は終わり、カナダの各都市や出

身国からプロの芸能人を呼ぶところも現れた。助成金をもとに旅費を出し、コミュニティに

ホームステイすることで滞在費をまかない、出演料は無料というケースがほとんどであるが、

トロントやバンクーバーでの公演のっいでに立ち寄ってもらうこともあった。さらには出身

国の政府が援助金を出すこともあった。カリビアン・パヴィリオンのように人気のある所で

は、最大の呼びもののリンボーダンスのプロを招聴している15）。一方、郷土料理に関してそ

れぞれのパヴィリオンでは、ボランティアの料理担当者が努力していた。本国と同じに本格

的に作ろうとすると、材料が入手しにくいのが悩みの種であった。たいていはカナダのほか

の都市にあるものを使ったが、どうしても手にはいらないものは本国から輸入したため、費

用がかかって苦慮したという。しかし人びとは資料を探して昔のレシピを再現したり、カナ

ダ人となっても祖国の味は努力して受け継いでいくという意気込みで取り組んだ。この年の

パスポートは、再び値上げされて6ドル、年長者も無料ではなく2ドルとなった。お年寄り

の観客が多くなったためであろう。12歳以下の子供は大人が同伴すれば無料というのは変わ

らなかった。

　82年にはパヴィリオン数は過去最高の39となった。参加しているマイノリティの中には、
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フォークラマ2000　Greek　Islands　90年代からはじまったパヴィリオン

戦乱や迫害を逃れて安住の地を求めてやってきた人も多い。新聞はそのようなタップダンサー

Min　Chenを紹介している16）。彼女は当時38歳、5年間の留学生ビザで合衆国に滞在して

いたが、招かれて中国7xeヴィリオンで踊った。彼女は文化大革命のさなか、舞踊表現ががあ

まりにも自由すぎるという理由でピアニストである母や実業家の父とともに、1968年から76

年まで強制労働をさせられた。解放後はアメリカに渡り、活動を続けていた。彼女はウィニ

ペグに来て、かっての友人と再会し、フォークロラマの舞台に登場した。彼女の生き方は、

このような体験を持っほかの多くの人びとへの励ましになったにちがいない。

　83年には、フランスおよびポルトガルのふたっ目のパヴィリオンCasa　do　Minhoが加わっ

て、82年を上回る40のパヴィリオンでの開催となった。入場者はのべ50万人に達した。パス

ポートなどの値上げはなかったが、　会場は長蛇の列となり、ラジオで待ち時間情報が放送

されるほどであった。長い間待たされるという苦情を改善するためショウを45分間に限定し、

1回ごとに客を入れ替えるというルールが作られた。この頃には合衆国からの観光客がます

ます増加し、アメリカバス協会はフォークロラマを北米を代表する100のイベントのひとっ

に選んだ。マニトバ州と州境を接するミネソタ州からの客が多いが、ニュージャージーやテ

キサスからのツアー客もあった。

　84年には新しくシシリーが加わった。しかし休止するところもあり、参加は38となった。

この時から新たに2ドルのビザが発売された。これで2つのパヴィリオン、またはカップル

で1っのパヴィリオンに入場できた。6ドルのパスポートを持てば、どの会場にも無制限で

入場することができた。カナダドルとUSドルの換算レートの有利さをアピールして、とく

にアメリカの観光客の誘致に力を入れてますます多くの客を獲得した。しかしビザの導入は

失敗した。パスポートの売り上げが伸びず、結果として17万7，000ドルの損失となった。

　祭典には政治問題を持ち込まないようにと民俗芸術会議は再三警告していたが、不穏な動
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きがあった。東インド・パヴィリオンの新設が検討されていたが、シーク過激派の脅迫によ

り最後の段階で断念に追い込まれた。シーク問題はインド国内の問題17）であったが、それが

コミュニティ内部まで持ち込まれており、インド系住民のなかで緊張が高まっていることを

示していた。

（5）北米最大の祭典の完成　一一　1985年～89年一

　15年目を迎えたフォークロラマ85が近づくと、“What’s　new？”という質問がフォークロ

ラマを統括するDavid　Cohenに浴びせられた。15年間、っねに前進を続けてきた祭典だが、

15年も続くと新しい．ものを提供し続けることは難しくなっていた。Cohenは毎年なにか特

別に新らしいものを取り入れるというわけにはいかないが、年を追って増えているボランティ

アの熱意こそが新しいと述べた。この年には初期のフォークロラマを知らない新しい世代を

惹きっける祭りにすることが課題となった18）。“What’s　new？”に応えて、はじめて前日に

街頭パレードが行われた。華やかな民族衣装に身をっっんだ人びとが、ポーティジ通りから

メイン通りを通ってメモリアル・パークまで行進して、人びとの声援に応えた。もうひとっ

加えられた新らしいイベントは、フォークロラマ・サッカー国際試合であった。

　この年にはメティスおよびスイス、オーストリア、バイエルン19）を代表するアルパイン・

パヴィリオンが新設された。一方で、長年欠かさず参加したフランスと日系が一時休止となっ

た。日系は大好評のパヴィリオンを運営してきたが、ボランティア不足からやむなく休止に

至ったという。MJCCAのフォークロラマ委員会が会員に配布した「お知らせ」にはっぎ

のように書かれていた。

　“Over　the　past　few　years，　the　Folklorama　Committee　has　been　experiencing

ever－increasing　difficulty　in　getting　People　to　assist　in　the　organization　and

opefation　of　the　pavilion．　After　unselfishly　giving　up　countless　summers　in

responsibilities　in．Folklorama．．．　This　year，　we　are　confronted　with　a　situation

in　which　over　one－half　of　the　key　chair　positions　could　not　be　filled．　Without

these　positions　properly　manned、　our　pavilion　cannot　function　effectively20）．”

　ここに書かれているようにパヴィリオンの運営は人材の確保、すなわち必要なボランティ

ァの数をきちんと集められるか否かにかかっていた。しかしボランティア活動は開催の前の

年の秋から始まり、1年間かかる上、夏休み返上のズケジュールで動かねばならない。人数

の多い組織なら交代できるが、日系のように少人数では、全員がっねに働かねばならず、毎

年の開催は難しかった。

　86年、民俗芸能会議の議長でフォークロラ々の生みの親のひとりであるHenryk　Lorenc

は80年代のフォークロラマは、あまりにも商業主義に傾いてしまい、‘ {来の純粋性を失いっ
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っあると批判した21）。その反面、カナダ連邦政府からウィニペグの複合文化政策を推進する

ようにと25万ドルの助成金が与えられ、カナダ国内でもその意義が認められるようになって

いた。ウィニペグの多元文化はカナダ社会でもモデルと言われるものであった。さらに合衆

国から100台のバスが会場を目指し、ニューオーリンズのマルディグラ22）と並んで有名にな

り、市に大きな経済効果をもたらす祭典として定着していた。この年見物客は72万9，000人

であった。

　祭典は発展の一途をたどり、87年には過去最高の43パヴィリオンが開業した。ベルギー・

パヴィリオンが新設され、韓国、インド、合衆国が再開した。パレードやサッカーの国際試

合も引き続き行われた。サッカーには前年の倍近い88のグループが参加した。民俗芸能の稚

拙で素朴な演技は少なくなり、プロ化はさらに進んだ。43中11のパヴィリオンがプロの歌手

や舞踊家を本国から招聰した。5っのパヴィリオンは合衆国に滞在中の祖国の音楽家を招い

た。これは第1に多くの客を惹きっけるため、第2にはカナダ人となった人びとが祖国の本

物の伝統芸術にふれて、失われっっある伝統をとりもどすためであった。

　88年、フォークロラマは新しい時代を迎えた。開催期間がこれまでの8日間から2週間に

変わったのである。パヴィリオン数が40を越えると、観客は8日ではすべてのパウ“イリオン

を見ることができない。そこでパヴィリオンを半分に分け、前半・後半で1週間づっ開催す

ることになり、ウィニペグの町は2週間もお祭り気分に沸いた。合衆国からのバスッアーは

160台に達していた。これによってフォークロラマは北米最大の祭典となり、「2週間で世界

一周」のキャッチフレーズで観光の中心となった。この年ヒスパノアメリカ・パヴィリオン

が新設された。おもに中南米のスペイン語圏出身の人びとは、カナダ・ヒスパニック会議

（Canadian　Hispanic　Congress）を組織していた。それぞれの国のパヴィリオンをもっほ

ど人口がないことから、スペイン語を話す人びとが集まってひとっのパヴィリオンを運営す

ることになった。

　89年も前年と同様、第1週、第2週と2っのグループ分けによって開催された。新設パヴィ

リオンは、インドシナ・チャイニーズおよびマジェスティック・アルプスであった。インド

シナ・チャイニーズは、1970年代後半にカナダへ移住したインドシナ難民の組織が運営して

いた。彼らはパヴィリオンの名の通り、ベトナム、ラオス、カンボジアに住んでいた中国人

であった。カナダに定着後10年あまりを経てやっと祭典に参加する余裕が生まれたのであろ

う。もう一一っはスイス、オーストリア、バイエルンの出身者によるもので、85年に新設され

たアルパインとほとんど区別がっかないが、それぞれ別組織での運営であった。

　フォークロラマは開始以来初めて観客の減少をみることになった。44のパヴィリオンへの

入場者は18～20％減少し、58万5，000人であった。2週間は長すぎるとの批判も出て、発展

を続けて来た祭典にも危機が訪れることとなった。
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（6）衰退の危機を乗り越えて　一一　1990年～95年一

　89年からの観客減少がさらに進むのではないかと懸念された90年は、フォークロラマ20周

年ということもあり、新聞も多くの記事を載せて観客動員に努力した。懸念をよそに参加パ

ヴィリオンは45と開始以来最高の数となった。観客減少にはいくっかの原因が考えられるが、

まず祭典がマンネリ化し、若者へのアピールの努力をしなかったこと、飲酒運転に厳罰が課

せられることになり、パヴィリオンでワインなどを楽しむことができなくなったことも大き

な原因のひとっであった。主催者はバスサービスを整備し、バスを利用してワインを十分楽

しんで下さいと宣伝した。しかし観客数は89年と比較して20％落ち込み、57万人になった。

パヴィリオンのなかには収入が減少したところも多かった。ミスコンテストは廃止され、各

パヴィリオンに男女の「フォークロラマ大使」が登場した。

　91年はいかに人びとに関心をもたせるかが主催者の課題であった。多くの観光客を誘致し

て経済的効果をねらうあまり、フォークロラマは本来の目的を見失い、大規模になりすぎて

ビジネスになってしまった。とくに25歳から40歳の年齢層が興味を失っており、このままで

はゆっくりと消滅してしまうであろうと民俗芸術会議の担当者は危惧した。この年から2年

間のプロジェクトが組まれ、フォークロラマの再編成が計画された。

　この年はまた祭典に出身国の政治的対立が暗い陰をおとす事件もあった。パヴィリオンに

は大使という名のもとにホストとホステスが置かれており、その人びとが親善のためにほか

のパヴィリオンを訪れることになっていた。しかしセルビアの大使は、敵対関係にあるクロ

アチアのパヴィリオンを訪問しなかった。民俗芸術会議は、カナダ人同士であるから出身国

での対立は持ち込むなと警告したが、その対立には根深いものがあり、説得も無駄であった。

　92年はパヴィリオン数が減って39となった。ウィニペグは不況で、資金不足からラテン・

アメリカ、リトアニア、ポーランド（ワルシャワ）、日系などが不参加であった。加えて合

衆国の経済不況から国境を越えてやってくる観光バスの数も減った。このため2週間の祭典

を元の8日間に戻すことが真剣に検討された。フォークロラマは、始まって以来の深刻な事

態を迎えていた。

　しかし、ひとっの明るいニュースは、難民として祖国を逃れて来たベトナム人が結束して、

サイゴン・パヴィリオンを新設したことであった。主宰団体はマニトバ自由ベトナム人協会

であった。マニトバ州のベトナム人口は1万1，000人で、戦争終結の1975年に旧南ベトナム

から逃れて来た人びとである。なかにはいわゆる「ボート・ピープル」として脱出した者も

おり、一時香港などの難民キャンプに滞在し、のちにカナダを安住の地とした人びとであっ

た。彼らは今、ホー・チ・ミン市と名を変えた旧サイゴンをしのんでパヴィリオンに命名し

た。この年の観客数は51万1，000人、213のッアーグループが来たが、このなかの30％はマニ

トバ州外からであった。

　93年にはパヴィリオン数が増えて再び42となった。91、92年と休止していた日系パヴィリ

オンは、新しく完成したばかりのマニトバ日系カナダ文化センターに設営された。オースト
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ラリア・ニュージーランドのダウン・アンダーパヴィリオン、トロピカル・ラテン・アメリ

カ・パヴィリオンが新設された。料金は改訂され、パスポートが大人10ドル、青年、年長者、

身体障害者が5ドル、1パヴィリオンの1日入場券は1ドル50セントとなった。バスの無料

サービスは、主催者の負担が大きいという理由で廃止された。民俗芸術会議の決算は20万ド

ルの赤字となったが、市や州からの援助もあり、祭典を継続する努力がなされた。

　94年は25周年記念の年で、45のパヴィリオンが開場、最高だった90年と同じ数になった。

人びとの努力の甲斐があって、“Ithink　the　tide　has　turned．23）”という状態にもどりっ

っあった。若者のフォークロラマ離れが取りざたされていたが、この頃から若い観客が戻っ

て来て、平均年齢が下がる傾向を示し、主催者を喜ばせた。パスポートは大人12ドル、青年、

年長者、身体障害者が8ドル、1パヴィリオンの1日入場券は1ドル75セントになった。

　25周年を迎えたフォークロラマにとって1っの画期的なことが起こった。それはオースト

ラリアのメルボルンで、フォークロラマをモデルとしたオーストラリア文化祭典が始まった

ことである。オーストラリアもカナダと同様、白豪主義を捨てて多文化主義を採った国であ

る。エスニックの伝統文化を伝え、相互理解に役立てているこの祭典がほかの国にいる同じ

立場のエスニックグループの役に立っことになれば、苦労してフォークロラマを維持してき

た人びとの努力も報われたといえるであろう。

（7）21世紀へのフォークロラマ

　95年は、マニトバ州125周年記念の年であったが、パヴィリオンは大幅に減って34となっ

た。96年には36となり、その後はほぼ40が続いている。97年にはパヴィリオン数が42で、民

俗芸能を演じた人はのべ3，000人、60万の食事と100万の飲み物が販売されて、40万人以上が

訪れた。この年から料金システムが変わり12枚の切符のっいたアドベンチャー・パックが20

ドル、1回のみの入場料は2ドルとなった。

　98年からはアドベンチャー・パックが25ドル、1回のみの入場券は2ドル50セントになっ

た。99年、2000年ともパヴィリオン数40で開催され、2000年には12枚の切符のっいたファミ

リー・パックが27ドル、1回のみの入場券は3ドルであった。毎年、おもにFree　1）ress紙が

7月末にガイドブックを出し、それが市内のショッピングモールなどに置かれて、誰でも利

用できるようになっている。しかし、以前のようなバスサービスは復活していない。

　筆者が体験したフォークロラマ2000では、町中にバナーが飾られ、車体に大きくフォーク

ロラマと書いた市バスが走り、町はお祭り気分一色であった。もっとも人気のあるパヴィリ

オンはアフリカやカリビアンで、ショウを見ようと集まった客の長い列が建物の外まで続い

ていた。ウィニペグは寒冷地であるため、人びとはトロピカルの風物に憧れるのであろうか。

ショウは45分で1回毎に客を入れ替えるので回転がよく、中へはいれない人があったり、食

べ物が買えないといったことはなかった。

　90年代から始まったグリークアイランド・パヴィリオン（Greek　Islands　Pavillion）は地
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フォークラマ2000Caribbean　もっとも古く、人気のあるパヴィリオン

中海諸国にルーツをもっ人びとの多く住むコリドン通り（Corydon　Avenue）の教会にあっ

た。地元のギリシア系の家族たちや観光客がぞくぞくと集まって、コミカルな司会者のもと

で演じられるドラマ仕立ての唄とフォークダンス、ギリシア料理を楽しんでいた。

　もうひとっ95年から参加しているエル・サルヴァドル・パヴィリオンはギリシアとはまっ

たく異なった雰囲気であった。エル・サルヴァドルの人びとは比較的新しい移民で、定着し

て間もない人が多いことから、パンフレットなどもすべてスペイン語で書かれており、来て

いる人びともスペイン語を話し、唄や踊りを楽しみながらいかにも故郷を懐かしんでいると

いった様子がうかがえた。エル・サルヴァドルはフォークロラマのパンフレットには載って

いない。そのため40パヴィリオンのなかには数えられていない。そのためか観客も少なく、

地元のエル・サルヴァドルの人びとが仲間たちで楽しんでいるような印象を受けた。

　日系パヴィリオンは、日系カナダ市民協会マニトバ支部の運営で、日系カナダ文化センター

の庭に大舞台を設営、日本舞踊、太鼓の演奏、柔道、剣道などの実演のほか、センター内の

茶室で茶道、和服の着付けの実演、折り紙ワークショップなどが行われた。客はウィニペグ

の人を中心にアメリカからの観光客も多く、連日満員の盛況であった。日系人は第2次大戦

中に敵性外国人としてバンクーバーなどの沿岸部から、財産を捨てて内陸のマニトバへ強制

移動させられ、砂糖大根の畑や家内の奉公人として働いて辛酸をなめた23）。現在マニトバに

は1，100人が住んでいるが、少数にも関わらず立派なパヴィリオンを運営しているのは賞賛

に値する。現在は三世・四世の時代であるが、カナダ人になっても努力家で勤勉という日本

の良き伝統を受け継いでいるように思われる。ここでは日本を懐かしみ、日本の雰囲気にふ

れたいからと訪れる人はほとんどいないようである。たとえば太鼓グループには日系人の家

族の1員である白人も加わっていて、すべてカナダ人による演奏であったし、武道も日本舞

踊も同様であった。そこでは日本の伝統文化をほかのカナダ人に伝えて行くという熱意が感
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じられた。

　フォークロラマは21世紀にも続くのであろうか。すくなくともウィニペグの人びとは続け

なくてはという使命感にかられている。30年にわたって作りあげてきたエスニックの祭典は

今では町の人びとの誇りである。人びとに話を聞くと、このような祭典はこの町だけのもの

と胸をはる。21世紀はイデオロギー対立の時代ではなく、民族問題が噴出し、民族対立がま

すます激しくなると予測されており、現実に世界のさまざまな場所で民族紛争が起こってい

る。このような時代であるからこそ、21世紀にはフォークロラマの存在がますます重要にな

るであろう。

おわりに

　30年間のパヴィリオンリストを見ると、ウィニペグのエスニック状況が明らかになる。フォー

クロラマはマイノリティの祭典ではなく、ウィニペグに居住するほとんどすべてのエスニック

の人びとが参加している。開始時に参加したのは、主流の英国を中心としてドイツ、イスラエ

ル、東欧諸国、　旧ソ連圏の国々など古くから勢力をもっている一団で、　これらの国々は30回

すべてにほぼ欠かさず参加している。アジア系は「チャイナタウン」をもつ中国系以外は、日

系、韓国・朝鮮系、インド系などあまり目だたない存在であるが、フォークロラマでは俄然注

目を浴びて、人気のある催しに数えられる。この祭典はヨーロッパ出身のの白人が大多数を占

めるなかで、アジア系がギリシア・ローマを基礎としない自分たちの伝統文化を一般の人びと

に理解させる重要な機会である。

　パヴィリオン数は77年に30となり、87年からは40台で安定した状態で2000年を迎えている。

開始時にパヴィリオンは1っの国を代表して1つと決められていたが、コミュニティ内部の分

裂から、1国でいくっかに分散しているものがある。アルパインとマジェスティック・アルプ

スはいずれもオーストリア、バイエルン、スイスを代表しており、異なる組織の運営であるが、

外部の者には違いがわかりにくい。後者は6回で姿を消し、統合されて現在に至っている。こ

れは例外だが、他の複数のパヴィリオンは国内の地域によって分かれている。それぞれの地

域の出身者が別組織を作っているためである。これらはウクライナ、ポーランド、ハンガリー、

アイルランド、イタリア、ギリシア、ポルトガルなどである。中国は、本土出身者とインドシ

ナの華僑の組織が別のパヴィリオンをもっ。最初に決あられた1国1パヴィリオンというのは、

実情に合わなかったようである。国を代表していないパヴィリオンは、メティスと先住民、タ

ミルである。先住民はNativeの名で78年から91年まで、95年からはFirst　Nationという呼

称を使っている。

　1970年にマニトバ州100周年を祝う1度だけの祭典として企画されたイベントがなぜ30年間

も続いたのであろうか。それはあまりにも多様な背景をもっ人が集まったウィニペグ市にあっ

て、相互理解が不可欠であったことを示している。お互いを理解しなければ偏見が生まれる。

多くの人が偏見や差別を経験しており、その解消のために熱意をもって自らの伝統文化のすば
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らしさを披露する必要があると感じたのであろう。

　しかしっねに理想的状況だったわけではない。出身国の政治を持ち込まないという取り決め

があったにもかかわらず、セルビアとクロアチアの対立、インド国内のシークの人びとの対立

などが表面化したこともあった。

　最近で鑓初期の素朴さは失われ、より派手に商業主義的になった。ウィニペグ市への経済効

果を追求し、観光客誘致に奔走した結果である。たしかに経済効果は大きく、ウィニペグの観

光産業は発展したが、　エスニック同士の文化交流という意味は少しづっ薄れているようであ

る。

　とはいえ、フォークロラマがウィニペグの多文化主義になんらかのよい影響を与えたことは

たしかである。っまり祭典を通じてエスニック、とくに日常は目に見えない存在であるマイノ

リティの姿にスポットライトが当たる。人びとが彼らを認識したところで、っぎに彼らの存在

が政治の場において移民政策、マイノリティ対策などに反映され、っぎに多文化主義が社会思

想となり、人びとの価値観を変えていく。フォー一一クロラマは少なくとも第1段階のマイノリティ

にスポットを当てる役割を果たした。

　88年にはマニトバ多文化主義祭典法（The　Manitoba　Celebration　of　the　Multiculturalism

Act）という法律が施行された。これは多民族社会をめざすカナダにおいても画期的な法律で

ある。フォークロラマの18年間の実績があったからこそ社会の多文化主義への認識が高まり、

この法が成立したのである。さらにフォークロラマをモデルにしてメルボルンで、オーストラ

リア文化祭典が始まった。多文化主義政策をとる他の国でも評価されたことは、これからも世

界の国々ヘフォークロラマの思想が広がっていく可能性を示している。21世紀にもこの祭典を

存続させることによって多文化主義が常識となり、社会全体の価値観を変えることができるの

ではないだろうか。

　本稿ではフォークロラマの30年の歴史を明らかにしたが、この祭典と関連するカナダ連邦政

府およびマニトバ州、ウィニペグ市の多文化主義政策を年を追って詳細に検討すべきであり、

それが今後の研究の課題である。　　　　　　・
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註

1）日系人のフォークロラマへの取り組みに言及した研究としてっぎの論文があげられる。

　　佐々木敏二「日系移民百年祭とその後の日系人組織再建過程にっいて」『言語文化研究』

　　（立命館大学国際言語文化研究所、11巻4号、2000年2月）pp．101－123．

2）　8／10／77

3）　7／13／70

4）現在はイヌイット（lnuit）と呼ばれているが、70年の記事ではEskimoが使用されている。

5）先住民と白人の混血

6）the　Capital　of　Ukrainian

7）1771～1820　イギリスの貴族。15歳からエジンバラ大学で法律を学び、父の死後1797年

　　にシルカーク伯爵を継承。社会改革と移民に興味をもち、Hudson　Bay　Companyの株

　　主になってRed　RiverとAssiniboine　Riverの合流点に11万6，000マイルの土地を得て、

　　入植地をっくり、ヨーロッパから移民を募って開拓させた。マニトバ開拓のパイオニアの

　　ひとり。現在もシルカークという地名が残されている。

8）1967年に発足した民族芸術保存・普及のための団体で、67の文化グループが所属。のちに

Community　Folk　Arts　Council　of　Winnipeg，　Inc．と改称。

9）　Free　I）ress　　　7／24／70

10）　Free　I）ress　　8／14／72

11）　Tribune，8／16／77

12）リトアニアは1944年から旧ソ連邦に含まれていた。1970年代の市内の人口は714名．

13）　Tribune，　8／11／79

14）Free　I）ress，　8／15／78

15）“Entertainers　come　from　all　over”，　Free　Press，　Folklorama　81　Guide，　p．3

16）“Min’s　Dark　Times　Over”，　Free　Press，8／14／82

17）インド、アムリスターにあるシーク族の聖地ゴールデン・テンプルをインド軍が武力制圧

　　し、非公式発表で1，000人が亡くなったという事件。これは85年カナダの空港で起きた深

　刻なテロ事件にまで発展した。

18）　Free　Press，　8／10／85

19）ドイツ北部山岳地帯

20）MJCCA内部資料

21）Folk　Arts　Council　Times，　VoL7，　No．2，1986

22）Mardi　Gras全米最大の祭りで、多くの観光客が訪れる。1月6日のTwelfth　Nightに

　　始まり最終日はShrove　Tuesday（告解火曜日）と呼ばれる。ルイジアナ州ニューオーリ

　　ンズがもっとも有名で、1857年から行われている。Crew　of　Comusと呼ばれる踊りのグ

　　ループが200以上もあり、街を踊りながら練り歩くパレードの後で仮装舞踏会が開かれる。
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23）Free　Press，7／29／94，　Folklorama　President，　Prem　Bhallaのことば

24）日系カナダ移民についての参考文献にはっぎのようなものがある。

　　　飯野正子・高村宏子他『引き裂かれた忠誠心』（ミネルヴァ書房、1994）

　　　佐々木敏二『日本人カナダ移民史』（不二出版、1999）

　　　Manitoba　Japanese　Canadian　Citizens’Association．　The　History（）f　Japαnese

　　　Cαnαdiαn　in　Mαnitobα．（private　publication　of　MJCCA，　Winnipeg，1996）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Folklorama，　the　ethnic　celebration　of　Winnipeg　started　as，　one　of　the　Manitoba

Centennial　projects　in　summer，1970．　Various　ethnic　groups　of　Winnipeg　have

pavilions，　where　visitors　enjoy　entertainment　such　as　folk　songs　and　dances．

Ethnic　foods　and　beverages　are　served　and　folk　arts　and　crafts　are　displayed．　It　has

been　suppo’rted　by　Folk　Arts　Council　of　Winnipeg，　Civic，　Provincial　and、Federal　gov－

ernments．　Visiting　the　pavilions　or　joining　them　as　volunteers，　people　can　upderstand

each　other’s　cultures．

　　Festivals　generally　have　a　limited　time　span，　but　Folklorama　is　the　exception　to　the

rule．　It　continued　for　30　years　as　a　living　example　of　Ma阜itoba　mosaic．　The

numbers　of　the　pavilions　participating　in　it　changed　from　21　in　1970　to　45　in　1990．

　　It　has　changed　some　in　these　years，　but　the　essentials　that　made　it　a　success

back　in　1970　still　ramain．　For　these　30　years　there　was　socio－cultural　change　in

Manitoba．

　　Multiculturalism　affected　provincial　policy　and　the　Manitoba　Celebration　of　the

Multiculturalism　Act　was　established　in　1988．　Another　matter　of　note　is　Melbourne，

Australia　Cultural　Festival　debuted　following　Folklorama　in　the　same　year．

　　In　21th　century　Folklorama　will　continue　and　have　an　effect　on　multiculturalism

of　not　only　Canada　but　all　over　the　world．
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